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研究成果概要 
 
 CLIOは現在日本で唯一運転可能な重力波レーザー干渉計であり、良好な感度を維持し
続けている。観測体制構築の軸となるデジタル制御システムに関しては、KAGRA同等の機
器の実装が完了し、最新のソフトウェアもインストールした状態で干渉計の制御実験に
成功した。今後、観測状態を維持するための自動制御システムとデータ収集システムを
構築することにより、観測体制の構築が完成すると考えている。 
 
 また、一昨年度、昨年度と整備してきたデジタル制御については、下記の通り実装が
完了し、デジタル制御レーザー干渉計として稼働している。干渉計動作中に生成された
フレームデータを使い、短期間ではあるがデータ取得を遂行し、データ解析用のモニタ
ソフトを構築する等した。ソフトウェアのアップデートも含め、メンテナンス体制も整
えてきており、KAGRAへの実装も見据えた体制を築きつつある。 
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